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第十二卷論說
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来
•
切手

" 

.第_

七六
 

に
記
し
て
鏠
殿
助
方
に
屆
识
づ
ベ
し
。、
然
る
上
咚
轉
殿
：助

'方
.に
セ

.帳

.面
'に，記
入
し
帳

.面
ビ
屈 

書
，と
に
押
切
印
.を
加

.
へ、屈
書
：は
之
を
返
付
し

^

規
定
の
印
料
を
徵
す
ベ
ぐ
、右
押
切
印
の
書
狀 

贿
く
ば
出
訴

U
及
ぶ
ぐ
し
も
受
理
せ
ざ
る
べ
し
。
其
の
他
は
前
年
十
月
令
の
如
く
、縫
殿
助
の
調 

停
不
調
の
旨
、同
人
ょ

$

町
奉
行
所
に
屆
出
あ
ら
ば
、.調達
.切
手
の
分
は
速
に
印
；形
の

W

人
に
返 

W

を
命
じ
、尙
返
濟
に
及
ば
ず
ん
ば
、某
の
藏
屋
敷
に
濟
方
を
命
ず
べ
し
と
。
而
し
て
之
と
同
時 

に
廻
着
米
高
及
ぴ

»

米
»

*

.入
札
等
，は
往
時
の
’如
く

1

ヶ
月
限
ぅ

W

泰
行

r

に
屆
出
つ
へ
し 

.
マし藏

M

®

:

R達
し
、又
米
仲
貿

.が
規
定
，の
印
料
を

.見
込
み
す
直

R
, 

A外
す
る
な
ら
ん
と
は
諸
家 

の
凝
傲
す
る
所
な
れ
ば
、か
か
る

.

擧
動
：あ
ら
し
む
ベ
か
ら
ず
と
、米
方
，年
行
司

..
R

注
意
を
加
へ
た

K
y
o

.是
ょ
り
縫
殿
助
の
米
切
竿
改
仕
法
は
繼
續
す
る
こ
と
僅
か
に
ニ
年
、天
明
六
年
十

一

月
に
至 

ぅ
、縣
府
は

「

差
，障の
筋
有
レ
之

」

と
い
へ
る
極
め
て
簡
鞏
な
る
理
由
の
下
に
、同
人
の
米
切
手
改
*
帶 

股
を
免
じ
，大
飯
に
て
は
翌
年
正
月
右
の
官
を
三
娜
师
中
に
命
し
ぉ

A
。

.

#
 

y
ト

國

家

及

法

律

哲

學

ミ

論

理

形

式

主

義

經

濟

學

(

其
！

m

:

福

田

：

—

三

ノ

 

(

七)

‘

カ
ン
ト
：が

『

道
德
形
：而
上
學

』

で
名
く
る
も
の
は
、一
方
に
於
て
は

『

&

%
形
而
上
學』

に
對
し
.他
方 

.に
於
て
は

『

道
德
物
理
學

』

に
對
す
る
も
の
と
す
。

::『

自
#

形
而
上
學

』

':
4『

逍
徳
'形
而

^

學』

も
共
'に

純

粹

先

夫
fi
i
iに
妥
會
な
る
理
性
法
則
の
體
系
な 

b
、唯
だ
前
潘
は
自
然
界
に
就
て
の
醴
系
に
し
て
後
者
は
自
由
界
に
就
て
の
體
系
な
る
を
以
て 

興
，る
點
と
す
。
.
.次
に
等
し
く
道
’徳
を
論
ず
：る

學
問
の
中『

遨
德
•

a°
®°』

は

道

德

.の

起

源

、
意

義

及
 

作
用
と
經
驗
的
に
與
へ
，.られ
た
る
人
間
の
生
活
に
於
け
る
客
觀
的
道
徳
と
に
關
す
る
理
論
に 

し
て
、

『

道
徳
形
而
上
學』

は
之
，と

與
^V

V
、

經
®
的
生
活
に
寸
毫
も
顧

It
す
る
所
な
ゝ
純
粹
先
天
的 

に
妥
當
な
る
形
式
を
討
究
す
る
一
體
系
な

b

e
純
粹
悟
性
_法
則
が
經
.驗
の
特
殊
的
內
容
に
對 

し
て
ば
絕
對
的
に
無
關
係
に
し

C

'
切
の
可
能
な
る
經
驗
に
對
し

y

先
天
的
に
妥
當
な
る
が 

辭

十

ニ

港

(

ニ
三
三)

論
說
ヵ
ン
ト
國
衆
及
法
雜
哲
學
と
酴
理
形
式
主
義
經
濟
學
，
第
二
诚 

七
七
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谘
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二
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ニ
三
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論
說
カ
ソ
ト
國
泶
及
法
律
钶
舉
と
論
理
形
式
主
鞔
經
濟
擧
5
1號 

七
八

如
く
、道
德
形
而
上
學
の
法
則
も
實

.際
の
人
間

.生

.活
と
興

0
殊
的
內
容

 ̂

U對
し
全

く

無
頓
着 

に
し
生
活
內
容
が
如
何
な
る
も
の

.な
ぅ
士
も
全
.く

 

T

檬
に

.一
切
の
理
性

-«
在
に
對
す
.る
理 

a>
^
.勝V〕

い
や
先
天
的
に
妥
當
な
り

V」

す
;0
否
カ
ン
ト

.
は
M
ら
に
一
步
を
進
め
て
謂
ら
く

、
a 

粹
悟
性
法
則
に
就
て
は
、其
の
客

«
的
®
當
性
を
得
る

-
に
は
經
驗
の
確

.認
を
要
す
、然
ら
ざ
れ
ば 

空
®
な
’る
思

it
形
式
た
る
に
业
ま
る
可
し
、然
る
に
道
德
法
則
の
妥
.當
性
に
就
て
は
其
法
刖
か 

實
祭

Iに
^
;て
遵
守
せ
ら
る
、
や
否
や
は
全
然
關
係
す
る
所
な
し
、道
德
法
則
は

『

ザ
ィ
ン

』

を
定
む 

る
も

.の
に
非
ず

『

ゾ
ン
ン

:

を
定
む
る
も
の
な

K

rザ
ィ
ン

』

がi

切
悉
く
異
る

.道
を
她
る
ビ
も

『

ゾ
レ 

ン』

の
法
.則
は
蕺
も
爲
：

.，に
'
.其
妥
當

.性
を
失
，ふ
こ
ビ
な
し
さ
れ
ば
道
德
.法
則
な

る

も

の
は
實 

.際
を

^
右
す
る
や
否
や
の
如
き
は
毫
も
間
ふ
可
き
所
に
非
ず
、自
由
の
行
動
大
る
道
徳
意

.思

.は 

決
し
て
經
驗
的
實
際
に
，於
け
る
動
力
と
認
む
可
き
も
の
に
あ
ら
ず
。
乃
ち

『

遨
德
形
而
上
學

』

は 

w>
i 

 ̂

•
か f

 i

0>
4

ff
i
>is
“ 

 ̂

s

 
r 

.
に、
u て、
、
H

i
 
彰
氟
卜
ぃ
ハ 

0>
A,
,

^
 

&t>k

全
•
翁

Br
蒙

w
い

是

れ

s

織
形
而
上

S

の『

道
德
物
理
學

』 

む
“

か
於
奶
が
い
わ
。

『

道德物

'理
.學』

は
歷
史
的
生
活
の
經
«
的
事
實
と
し
て
の
道
徳
の 

现
ー
論
的
硏
究
衣
办
。
人
饳
も

.一
の
經
驗
的
生

_物
と
心
て
狀
启

.然
ば

.屬
ず
る
も
の
に

1

て
‘
窟

味
に
て
の
人
間
を
硏
究
す
る
も
の
は
廣
き
意
味
に
於
け
る
自
然
科
學
に
属
す
。
力

ン

ト
は
千

「

七
®:
七
十
五
年
寒
：の

『

入
間
種
族
論

』

、千
七
西
八
十

’五
年
著

$
『

人
種
な
る

«
念
ゆ
決
定

』
のー|書
に

.
: 

-
' 

. 

.

於
て
此

_

‘の
硏
究
を

«
み
た

0

.°
社

會

的

存

在
ビ

し
て
の
人
間
の
硏
究
も
亦
此
極
に
屬
し
、敎 

W
學
、政
治
學
の
如
く
：：

1'.
.定

0
:
_活
範
圆
を
硏
究
す
る
も
の
亦
た
然
う
：。
此
等
は
何
れ
も
.挟
術 

的
矾
究
に
し
て
之
を
一
括
し
て

『

逍
德
物
理
學

』
VJ

爲
す
可
き

4

の
な

6
:'
:0

,

‘
I『

道
：猶
形
而
上
：學

』

は
全
く
之
に
異
う
事
實

.如
何
な

y

ゃ

i

l

l
は
：全
く
之
を
.間
題
と
せ

:

- 

.

.

. 

0
*
0 

3

.す
、如
何
に
爲

3

ド
る

.■可

か
&•
■ざ

る

か

パ
i

crQescllehen soil

の
み
を
問
題
：

VJ.

す
。
此
學
は
自
由
界

齡
レ
心
細
き

1:
0
如
.
w

so
io
S

 
レ

T o
、

》

,

a°
„

0°
w

l

iff
i0
:&
o

a o
¥ o
0 o

o

 

o
:

 

o 0.0. 

,
*

の
み

^
存
す
。
道
徳
法
則
を
遵
守
す
る
こ
と
は
自
由
意

.思
の
理
智
的
行
爲
に
外
な
ら
ざ

.る
が 

故一に：
..決
し
て

.經
驗

.的
_實
際
；に
於
て
舰
察
し
得

.可
き
事
實
に
屬
せ

.ざ
る

'も
の
ビ
す
。
吾
人

0
認 

識
に

®?
ふ
る
實
際

A
.間

：
の

括

爲

は

，
凡

.て
双
象
界
に
屬
し
、因
果
律
に
從
つ
て
構
成
す
可
き
も
の 

な
う

.0

?

 I

レ 
u

^o
^

p

v

.

v
ro
g

lt
0
*0
#

#0
咖
实
い
。ン

』

、,

き
 

t

TO
す。
mo
の。
：
siw
o

o 

o 

o 

o 0
:
0 

o 

、

>

、
 

V
 
•
 

y 

.、

、

-.、

'
>
:
、

 

、 

y 

> 

> 

、 

、 

y 

y 

、 

、 

y 

> 

、

-V
y

の
意

.識
是
れ
の
み
。
此
の
意
：識
：は
人
間
行

'爲
の
作
用

.及
び
目
的

.を
含
む

_こ
と
一
も
之
れ
な

く
，
 

や
か
か
か

 

—

h
.卜 
I
 .
わ

r

L

—%
^

0 ,
:

n
?:
,
£

 

 ̂
か

い

k
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論
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卷
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論
說
カ
ン
ト
國
家
及
法
律
哲
孿
と
論
理
形
式
主
義
經
濟
學
第
二
钺
 

八
o

る
所
の
一
の
普

_

的
.
»|1
|
1の
艰
式
を
へ
有
す
る

' の
.み
。.：，
此
：の
普
遍
'法
則

M

そ
挟
術
的
學
間
：な

&
 

ざ
る
眞
正
：の
哲
學
資
際
哲
學

)

の.唯
一
の
對
象
た
る
可

§
も

の
な
り
。

0

然
ら
ざ
る
も
の
は
實 

際
的
學
間
の
名
を
：胃

.す

w
.

雖
も
實
は
一
種
の
技
術

_た
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
な

6
。
カ
ン

ト

75 

ち
日
く

、
.

.

E
s

 

herrscht 

ein 

grosser 
u
n
d

 seib

切t der 

B
ehandlungsart 

der 

Wissenschaft sehr nachteillger 

Missver- 

stand 

in 

A
u
s
e
h
u
n
g

ch
a)
3
5
g
v?
w
a
s 

m
a
n

B>
r f5raktisoh 

in 

einer soichell 

B
e
d
e
u
t
i
m
g

 

zu 

h
a
l
t
s

 

h
a
b
e
)

CL
a
s
s 

es 

d
a
r
u
m

 

z
u 

einer 

p
r
a
k
t
i
s
c
h
m

 

p
h
i
l
o
M
h
i
e

 

g
e
z
o
g
e
n

 

z
u

 

w
e
r
d
e
n

 

veaiente. 

M
a
n

 

hat 

Staatsklugheit 

u
n
d

 

5

^

Haushalturigsr
nyg

e
l

vpingieichen 

d
k

CL
泛 

u
m
f
a
n
g
e
s
,

 

Vorschriften z
u
m

 w
o
hlbefin- 

d
e
n

 

u
n
d

 

Di£tetik” s
o
w
o
h
l

 der Seele 

a
l
s'a
o
s K

olrpers; 

(
w
a
r
u
m

 

nicht gar alle 

G
e
w
e
r
b
e

 u
n
d

 

K

d:nste?). 

zur 

p
r
a
k
t
i
s
c
h
e
n

^
^
容̂

甚

*̂&
h
l
e
n
z
u
k
6
n
n
s

 

g
e
g
k
u
b
t
,

 weil sie d
o
c
h

 

i
n
s
g
e
s
a
m
m
t

 

einen Inbegrifiprakr 

ischer 

Sitze 

enthalten. 

A
U
e
i
n

 

praktische 

spl
t
z
e sind z

w
a
r

 

der 

Vorsteliungsart, d
a
r
u
m

 aber n
i
c
h
t

a
e
m 

Inhalte 

B
c
h

 

v
o
n

 

d
'r
&
r theoretischen, w

e
i
c
h
e

 die 

!M

o.giichkeit der 

D
i
n
g
e

 

u
n
d

 

ihre 

B
e
s
t
i
m
m
u
n
g
e
n

 

enth* 

alten, linterschiede

vps
ondern b

u
r

 die 

aliein 
匀 elche die 

Freiheit 
enter 

Gesetzen 

betrachtell. D
i
e

 G
b
n
g
e
n

 

ifisgesammt 

sind nichts welter, 
^

B1

n>
H
r
o
o
l
i
e

<J
o
n
 d

e
m
'
w
a
s

 zu 
叫 N

a
t
u
r

 

der 

D
i
n
g
e

 

g
e
h

olrt,

's
.rD
s
l
e

 

v
6
n

 

uns 

s
c
i
v

 e
i
n
e
m

 

?rincip e
r
z
s
g
t

 w
e
r
d
e
n

 

k

ofcnnen, 

a
n
g
e
w
a
n
d
r

 

d

 

e. 
d
i
e
g
5
g
l
i
c
h
k
e
k

 

d
e
r
s
d
b
e

v?d
u
r
c
h
e
i
n
e

 

wiilk

ciriidhe 

H
s
d
l
u
n
g
,

 

(die 

ebensowohl, z
u

 

d
e
n
.
N
a
t
u
r
u
r
s
a
c
H
e
n

 

A
e
hol
r
t
,

)

P
m
k
t
i
s
c
h
e

 

s
PJ
t
z
e also' 

die 

d
e
m

 

Inhalte 

n
a
c
h

 

bios 

die 

M

o.giichkeit 

eines 

vorgesteilten 

Obiects 
(
d
u
r
c
h

 

W
l
i
l
k
u
r
l
i
c
h
e

tll
a
n
d

crng.) 

betreffe

vpsind n
u
r 

A
n
w
e
n
d
u
n
g
e
n

 

einer 

VOIist

plndgien 

theoretischen

n
r
k

rll'nntnls 

end. konnen. .keinen 

besonderen 

Theil 

einer 

Wissenschaft 

a
u
s
m
a
c
h
e
n
.

.

.

.

.

.

.

,

:• 

•
>
f iiD

a.g
e
n

 

SStze 

der 

A
u
s
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c
n
g

 a
n

 

w
e
o
l
l
e

 

Wissenschaft 

sie 

sich 

a
u
c
h

 

i
m
m
e
r

 

anscMiessen 

3
0
g
e
^
k
o
n
n
e
n
,

 

w
e
n
n

 

m
a
n

 

etwa. 

Zweideutigkeit 

b
e
s
o
r
g

vrr

&

??praktischer, 

technische 

Sitze 

heissen. 

—
U
e
b
e
r

 

Phiiosophie 

-Qberhacpt 

z
u
r
w
i
n
l
e
i
t

 
目 g

 

in 

die 

Kiitik 

der 

u
r
t
e
i
i
s
k
r
a
f
r
1
7
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K
a
n
t
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m
t
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h
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f
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タ
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-

か
：引

け

り

0

斯
く
て
カ
ン
ト
の

『

近
德
形
而
上
學

』

な
る
も
の
は
、實
際
の
道
徳
®
驗
に
於
て
與
へ
ら
れ
た
る
逍 

徳
ビ
は

.全
く
因
緣
な

&

も
の
た
る
を
知
る
可
し

。
■ 

3れ
ば
直
ち
に
之
れ
を
取
り
て
以
て
菩
人

居
家
處
世
の
規
範
と
爲
す
可
き
も
の
に
あ
ら
ず
唯
だ
理
性
生
物
た
る
も
の
に
向
つ
て
の
意
思

笫

十

ニ

怨
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齊
し
み
藥
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喜
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所
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き
た
る
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間
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交
涉
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も
の
な
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血
管
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.熱
き
血
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れ
其
心
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激
し
き
皴
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の
我
等
に

取

&
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太
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の

星
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を
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i
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取
^

て
の

®
德
を
敎
ゆ

.る
も
の
に
は
あ
ら
ず
。
我
等
の
生

.活

.の
內
容
の
如
何
な
る
も
の
た
る

%

樣

か

^
ぎ
が
於

、̂の

?

0>
か
ま
妒

M"
、に
紀

 ̂

flr
 ̂
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小̂
' か
^
ダ
へて6
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ハレ
 

し
て
法
則
に
從
へ
ょ
と
云
ふ
に

■外
な
ら
ざ
る
な
ぅ
。
パ
ゥ
ル
ゼ
ン
の

«
を

*
れ
ば
、シ
ナ
ィ
の 

山
に
モ
ー
ゼ
に
現
は
れ
て
雪
の
上
ょ

.ぅ
命
を
下
し
た
る

)»
の
十
誠
な
り
。
唯
だ
彼
に
於
て
工

.
r

ホ
パ

の
神
た
る

i
の
此
に
在

〜

て
は
理
性
と
稱
す
る
理
智
界
の
雲
：間
に
存
在
す
る
も
の
.た
る 

を

と

す

る

の

み

：
o

w

fbs
H H
';
;
生

れ

て

父

あ
$ 

.
母
あ
.，

C
V
S

じ
て
妻
あ

6
子
あ
り
、出

で

> 

は
心
：身

を

勞

し
V
I若
干
の
賃
餞
か
俸
給
か
を

#
入
づ
て
は
物
僧

.の
騰
貴
に
苦
み
、病
妻
の
扶
養

. 

足
ら
ず

®
兒
の
哺
乳
，に
事
缺
く
所
の
我
等
の
實
際
的
經

‘驗
.的
生

.活
內
轡
に

»
し
.て
は
全
く
何
，

等

Q

關
係
を
有
せ

W

4
も
.の
た
>
。
人
道
を
呼
號
し
正
義
を
標
榜
し
り

 

>
鐵

w

金
の
輸
出
を 

柩
，み
兒
袁
の
小

^

入
®

を
却

け
、

終
に

'は
自
國
民
，以
外
の
薪
の

.A
-
-國
夺
拒
絕
せ
ん
ヾ

」

す
る
米
國 

と
、親
善
の
關
係
傲
：然
と
し
て
渝
ら
ず
と
做
し
て
屢
*空
世
辭
を
交
搀
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ

る
.

n

m
 

日
本
人
の

.’經
驗
的
生
：

®

事
.實

，
の
：
如

き
S

は
何
等
の
交
涉
を
ヂ
せ
ざ

•る
も
の
た

.ぅ
。
左
右
田
博

士
サ
ン
デ
力
义

x

ム
を
：評
す
る

.に
ゾ
ム

;:
ゼ
ル
ト
を

?!
'

「

い
て
日
く

『

此
く
の
如
§
理
論
は
た
父

.

.

.. 

•

C Jb
e

r
f

e
i

n
e

r
t

e

の
頭
腦
に

■

ょ
つ
て

‘

の
み

.

考

.

へ
出

3

れ
る
こ
と
で
あ
る
。

-

-
-
凡

て
^

凡

な

る

'
通

.俗
虫
義
、常

.識
|主
義

^

町
<

主
義
に
反
感
を
有
す
る
藝
術
家
肌
の
.感
じ
を
持
つ
人
々

.
の
考
で
あ 

る
。
毛
織
物
に
對
し

y

絹
を
喜

.ぶ

r
a
m
n
e
m
s
t

を
解
す
る
人
の
现
論
で
，あ
る
。

‘

サ
ン
ヂ
力

V

ズ
 

.
4

を
思
想
の
體
系
と
し

V

考

：へ
出
ず
ミ

云

ふ

こW

は
社
會
理
論
家
中
.
g

o

s

iの
業
で
あ
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■
I

l
f

m

.
:

:

又
た
日
く
ぐ『

吾
#

は
此
の
サ
ン
デ
カ
ジ
ズ
ム
の
主
張
に
聽
§
翻
つ
て
ヰ 

1

チ
工
の

U
e
b
e
r
m
e
n
s
c
h

を
.思
ひ
吏
に
巴
里
に
數
多

§
 
口
ダ
ン
の
彫
刻
に
思
ひ
沈
む

^
，き
.
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)

吾 

等
は
之
等

0

文
明
史
上
の
直
耍
に
於
て

.
も
思
想
に
於
て

.
7
P

全
く
異
な
つ
尨
人
々
の
間
に
於
て
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猶
ほ
何
等
か
の

I

貫

し

，；
た

る

一

共

®

の
慾
求
を
被
見
し
得
な
い
か
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凡
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1!
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±
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つ
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た
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■
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離
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始
的
な
る
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且
單
純
な
る
或
物
を
補
捉
せ
ん
と
す
る
の
希
求
は
阱

R

觀
取
す
る
乙

^

を
得
な

s

で
あ
ら
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か』
f

ヒ
取

『
一
槪
に
ナ
ン
デ
カ
リ
ズ
ム
は
佛
國
勞
働

*

の
弱
點
の
宣
言
で
あ
る

?

レ
ン
タ
ノ

)
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見
る
ょ
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以
外
に
又
此
の
如
き
方
面
ょ
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の
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點
あ
ら
ざ
る
な

&
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蓋
し
無
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業
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あ
る
幸
い
ビ
思
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繩
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サ
ン
デ
カ
リ
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し
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斯
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あ
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す
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博
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ン
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形
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理
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先
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德
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諭
に
猶
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し
、內
容
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ら
れ
經
驗
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に
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約
せ
ら
れ
た
る
生
存
權
論
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斥
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ら
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；
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た
る 

共
通
の
慾
求

』

を
認
む
可
き
に
あ
ら
ざ
る
か
。
サ
ン

 

<
 
カ
ジ
ズ
ム
が

g

g目
&

の
業
た
る
が
如 

く
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»
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熱
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ら
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右
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す
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取
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入
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問
を
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だ
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な
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も
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れ
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ナ
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に
於
て
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ー
ゼ
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•
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を
與
へ
た

.る
工
ホ
パ
涔
婚
姻
の
宴
に
菊
萄
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を
觀
造
し
て
衆
を
樂
し
ま
し
め
、マ
ダ
ダ
ラ
の
マ 

.ヲ
ャ
と
胸
襟
を

^
:いV

.

相
語

P

弱
き
女

#:
の
繰
言
に
，同

情

の

淚

を
0

ぎ
、之
を
妬
め
る
姉
潘
人 

を
斥
け

*

る
基
督
と
本

.ダ
：て
：現は

.

.れ
た
り
。
力
ン
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の
道
_德

哲

學

が

時

人

の

心

に

訴

广

る

所
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か
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ふ
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か
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^
ヤ
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が

^

いi
i

 k

い

”

ハ
ハ
"メ

い
い
、マ
 

,

ダ

W

い

r

&
如
き
い
ヤ

ゲ

^
き
、
へ
^
い
い

^
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左
右
田
博
士
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の
内
容
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を
蛇
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視
し
、彼
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純
辟
理
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先
天
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ゾ
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を
經
濟
學
と
祉
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八
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の
上

.に
於
て
一
氣
に
樹
立
せ
ん
と
せ
ら
る
ゝ
所
以
は
、即
ち

.予
が

『

彼
等
の
則
題
ビ
す
る
所
は
常 

に，社
會
の
上
位
に
立
ち
特
恵
の

」

地
位
に
在
り
富
ど
權
カ
ど
を
其
手

K
振
る
所
の
高
等
種
族
の 

人
生
觀
に

' し
て
下
層
多
數
翁
の
世
界
人
生
に
對
す
る
思
想
の
如
&
は
全
く
問
題
た
ら
ざ
る
に 

非
ず

'や
—

.
今
日
ま
で
の

®

.學
考
は
極
め
て
僅
少
の
取
除
の
外
は
自
ら
或
は
悟
ら
ず
と
*
も 

塒
患
階
ー
級
、當
權
，階
«

0

"

^

て
哲
學
の
天
地
ビ
看
做
し
つ
、
ぁ
り
0
社
會
政
策
が
如 

何
.に
力
を
盡
し
て
其
中
，：ょ
ち「
自

家

の

根

柢

を

'#
ん
と
勉
む
る
も
終
に
失

a

に
終
る
こ

V
J

は
當 

然
な

b
o』

r
l

」

麟|
:
|

 I
I

城
難
政
ビ
云
ひ
た
る
所
以

*

ら
ず
ん
ば
あ
ら

t

(

附
言

)

パダタンシ

ユ
タ

ィv

版
本
揭

.出
の

『

哲
學
の
 

一
ia
u

就
て

』

な
る

文
は
、
力ント自筆
 

文
の
全
部
に

あ
ら
>
，

ベ
ッ
ク

の
改
竄
し
た
る
所
に
係
る
。
故
に
ァ
ヵ
デ
ミ

ー
版
に
於
て
は 

rc
來

V

ス 

> 
ッ
ク
に
於
て

發
見
，
せ
ら
れ
た
る
力
ン
ト
自
筆

の
全
文
を

力
ン
ト

『

自
筆

遺
文

集』 

に
‘收
錄
す

可
♦
箸
な
る

由

デ
ル
タ

ィ
氏
の
總
序
に
見

へ
た
ぅ
ビ
雖

も
、
其
部
分
は
未
だ
上
梓 

,
せ
ら
れ
ず
、

故

に
*.
文

R
於
て
ば
、不

#
止
べ
ッ
ク

の

改
«
文
を
引

&

た

6
。
諒
焉
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辨
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四
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「

四
分
法
論
者
の
見
地
が
目
的
觀
的
見
地
に
外
な
ら
ざ
る
は
，以
上
述
ぶ
る
と
こ
ろ
に
依

h

て 

略
ぼ
：明
瞭
な
る
ベ
し
と
し
て
、次
^
然
ら
ば
、此

M

ii
l
iょ
6

す
れ
ば
、四
分
法
は
，何
故
其
自
ら
を
正 

當
視
：せ

.し
む

る

に

，足
る
.I

系
の
論
理
的
根
據
を
有
す
と
主
張
し
得
る
や
。
此
問
に
對
す
る
解 

答
は
生
產
交
換
、分
；配
消
费
の
各
，論

下

に

於

：て
*主
7」

し
て
論
せ
ら
る
、
所
は
如
何
な
る
事
喷
に 

し
て
、而
.し
て
其
が
：此
.
.處

；
に

：論

せ

ら

"
る

，

.は
*又
た
如
何
な
る
理

-

S

に
基
く
も
の
な
ぅ
や
を
明
か

. 

に
す
れ
ば
、自
か
ら
求
め
得
ら
る
可
き
が
故
に
.以
下
順
を
追
ふ
て
，試
み
に
此
點
に
關
す
る
私
見 

を
；關
陳
せ
ん
に
、先
づ
第

1

に
生
産
論
の
下

-に
'於
て
論
せ
ら
る

>
は
、所
謂
生
産

^

三
要
素
*
る 

土
地
、資
本
、勞
カ
の
供
給
き
加
と
、是
等
三
要
素
の
結
合
ょ
ぅ
成
る
所
謂
經
營

「

の
大
小
比
較
論
ヾ
し 

に
し
て
、而
し
て
前
者
の
.中
土
地
に
伽
し
て
は
其
®
積
上
の
增
加
は
殆
ん
ど
問
題
た
ら
ず
、問
題
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